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撮影分担（地理院/林野庁）(1)
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渡辺（1993）より



撮影分担（地理院/林野庁）(2)

森研ゼミ_小林裕之（2021.11.26） 4

富山県周辺の拡大図



撮影分担の弊害
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林道町長水須線の地理院地図の100mを超える位置ずれ
地理院の撮影分担範囲外で，昭和50年前後以降，線形が変わった林道の位置が更新されてい
ない（新村線はR3.5に小林が指摘後に修正された）。



林道線形のずれ(1)
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林道線形のずれ(2)

• 地理院
• 修正箇所がたくさんあるが，都市計画区域内（≒地理院
撮影範囲）を優先的に更新しており，山間部までなかな
か手が回らない。

• 富山県森政課（旧治山課）
• 小林が現状報告と対応を提言し，1か月たってようやく
県森林GISの林道データが小林に届いた。後日地理院に
提供予定。

• 小林
• 富山県森林GISの線形と，Google衛星写真の線形と，地
理院地図の線形のずれを全路線について，アルバイトさ
んに点検してもらっているところ。来春にでも地理院に
まとめて報告予定
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空中写真の標定図

• 標定図とは，空中写真の撮影コースと主点(中心)お
よび写真番号を地図の上に表したもの

• 旧陸軍，米軍，国土地理院などの撮影写真標定図
• https://www.jmc.or.jp/photohtz/に画像掲載

• 林野庁撮影写真の標定図
• 日本地図センター空中写真部(shashin@jmc.or.jp)に問合せ
（1/5万地形図の図名，年代）ると，PDF版標定図をメー
ル添付で入手できる。

• 富山県関係の地理院写真標定図は小林がダウン
ロード，位置情報付与したものをカシミール3D用
データに変換し，ネットワークドライブのカシ
ミール3D用データフォルダに格納済み。
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利賀奥山の標定図の例
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地理院データの有償販売
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地理院データの無償提供(1)
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国土地理院では、平成24年より地域
連携の強化の取組の一環として、都
道府県・政令指定都市等を対象に、
「地理空間情報活用促進のための協
力に関する協定」を締結し、地理空
間情報の相互利用に取り組んでいま
す。
国土地理院では、提供を受けた精
度・鮮度のよい情報を電子国土基本
図・基盤地図情報に反映すると共に、
都道府県・政令指定都市等では、そ
れらの情報を様々な業務において便
利にご利用いただける時代となって
います。
今後も本協定の主旨に基づき、更な
る活用をお願いいたします。

https://www.gsi.go.jp/kiban/jyouhoukikaku40001.html



地理院データの無償提供(2)
(窓口)知事政策局/デジタル化推進室情報システム課/GIS担当
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地理院データの無償提供(3)

位置情報付きのオルソモザイ
ク画像（2.5万地形図単位）
は電算室のネットワークドラ
イブに格納（QGISとGoogle 
Earth用データ）
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（生画像は電算室のRAIDタワーに格納してある）



地理院データの無償提供(4)

• 冬仕事でオルソモザイ
ク化

• 小林ら（2017）の方法
で，

• Metashapeによる位置な
しオルソ作成（小林）

• TNTmipsと森林基本図を
利用して位置ありオル
ソ化（榧森さん）

• 富山県森林研究所（林
試）が長年研究対象と
してきた利賀奥山地域
の位置情報付き写真画
像のアーカイブ化
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地理院データの無償提供(5)
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小林が富山県庁情報システム課へ
申請書をメール添付で送付

国土地理院（つくば）のデータ提供部署から
写真画像が格納された

貸出用ハードディスクが宅急便で到着

R3.10.24
の午後

R3.10.26
の午前

9時過ぎ



林野庁データの有償販売(1)
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日
本
森
林
技
術
協
会

～H19.12.31まで

グ
リ
｜
ン
航
業

http://www.jafta.or.jp/contents/publish/7_list_detail.html

～R3.3.31まで？

日
本
地
図
セ
ン
タ
｜

～R3.4.1から？

https://www.jmc.or.jp/buy_photo_rinya.html



林野庁データの有償販売(2)
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林野庁データの無償提供

森研ゼミ_小林裕之（2021.11.26） 18

地理院の写真データは
無償で入手できるが，
林野庁の写真も無償で
提供できないのか？

林野庁の写真資源は近々国土
地理院へ移管される。

そうなれば，無償で提供され
るようになるのではないか。

林野庁から移管された空
中写真データは，協定に
よる無償提供の対象か？

『地理空間情報の活用促進の
ための協力協定』にて提供で
きるデータに，林野庁撮影の
空中写真は含まれません。

R3年5月

小
林

林
野
庁
幹
部
Ｈ
氏

R1年末?

国
土
地
理
院
窓
口

小
林

話が違う
じゃないか！

小
林

R3年6月 アナログ写真のフイルムスキャンには
膨大なコストが掛かるので対応困難だ。
デジタル写真については無償提供の対
象として検討するよう部下に指示した。

林
野
庁
Ｈ
氏



シンポジウムで嘘つきました！
• ５ おわりに

•国土地理院が撮影した空中写真
は、「地理空間情報の活用促進の
ための協力に関する協定」が締結
された都道府県では、従来から無
料で高解像度スキャン画像が入手
可能ですが、林野庁の撮影分担範
囲のこれまでの成果についても、
その管理が国土地理院に移管され
るとのことであり、今後は無償で
データ提供を受けられるようにな
ることが期待されます。さらに、
SfMソフトウェアのひとつである、
Metashape Proは1ヶ月間無料で
試用が可能です。オルソ写真の位
置座標付与は無料のGISソフト
ウェアであるQGISでも可能です。
ぜひ富山県以外の都道府県でも同
様の取組みを行い、森林情報を4
次元化させ、新しい林業を切り開
いてほしいと考えます。
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小林裕之（2020）より



(ここからおまけ)林野庁の×と〇
• 空中写真撮影業務を放棄したのは林野庁の×
• 森林環境(贈与)税で予算が潤沢〇

• 富山県では贈与税ほかにより，全県民有林の航空レー
ザー計測がほぼ終了した。

• アジア航測の技術力により，単木単位の資源量が把握さ
れた。

• 全県民有林で0.5mメッシュの標高データ（地盤面，
DTM）が整備された。

• アジ航クラウドGISでは1mメッシュが格納？
• 0.5mメッシュは小林が整理，整備中

• その他
• 森林環境贈与税の富山県配布分は3,900万円/年とのこと。
• 森政課の職員はこれをどう使うかで忙しい？
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富山県
民有林での
航空レーザー
計測履歴
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（森林政策課計
画担当より）

婦中町上瀬の
0.5mDTMは
砂防課の予算
でレーザー計
測したもの
（隔世の感）



DTMの提供形式
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ファイル名の例
（GD641, GD642…）

ファイル名の例
（GD6400,GD6401…）



(H31)氷見市の0.5mDTM
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(R1)高岡小矢部砺波南砺市の0.5mDTM
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(R2)その他市町の0.5mDTM
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(H31,R1,R2)全県民有林0.5mDTM
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(1)国土基本図
の図郭単位

（GD64, GD65など）

(2)1/25,000地形図
の図郭単位

(3)旧市町村
の単位

どの単位で
整備するか？
思案中



0.5mDTMと国土基本図の図郭
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全県民有林0.5mDTMの利点(1)
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地上調査による樹高(横軸)とUAV調査による樹高(縦軸)との関係

小林（2019）より

全県民有林のどこででも，
光学カメラ搭載ドローンによる高精度の樹高計測が可能となった。



全県民有林0.5mDTMの利点(2)
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（静止測位＋PPK解析） （RTK測位）
森林内のGNSS測量における垂直誤差(横軸)と水平誤差(縦軸)の関係

小林ら（2022，印刷中）より
全県民有林のどこででも，

GNSS測量で得られた標高値と，
その測量で得られた経緯度における0.5mDTMの値に乖離があれば，
その測量の水平誤差が大きいことが推測され，再測量の目安となる。
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